
① 必要な書類を春日部公証役場宛に送ります。

1 保証意思宣明者の印登録鑑証明書

2 保証意思宣明書

日本公証人連合会ホームページよりダウンロードしてください。

https://www.koshonin.gr.jp/notary/ow05_2

3 債務者の確定申告書類（財産及び収支の状況のわかる書類）

4 金融機関作成の契約書案

5 金融機関作成の返済プラン表

➁ 公証人が公正証書の文案を作成します

ご連絡書類（保証債務の内容についての確認，今後の進め方と記載した書面）と一緒にお手数料

をお伝えします。

③ 公正証書作成日の予約

文案確定後に公正証書作成日のご予約を取っていただきます。

④ 公正証書の作成日

保証意思宣明者に当役場にお越しいただき、公正証書の作成手続を行います。

1

2 　保証意思宣明者が公正証書に署名捺印をします。

3 　公正証書作成後，正本・謄本をお渡しいたします。

正本→銀行等に提出 謄本→保証意思宣明者保管

      保証意思宣明公正証書

　保証意思宣明公正証書とは，保証人が契約内容の意味・リスクを理解
せずに保証契約を締結し，生活破綻に追い込まれるといった 事態を抑止
することを目的とした公正証書です。
　　融資契約締結日前の１か月以内に、保証人の意思を、公証人に面前
で直接確認してもらい、公正証書を作成しておく必要があります。

お手数料：概算13500円（契約の内容により増減することがございます。）

作成までの流れ

　保証内容について，公証人から口頭で元本・利息の内容についても細かくお尋ね致しま

す。保証意思の内容について保証意思宣明者がご理解されていない場合は，公正証書の作成

を取りやめることもございます。

【2024.01.25】

https://www.koshonin.gr.jp/notary/ow05_2


いずれかに○をつけて下さい。

１：公証役場とやり取りする代表者様のご連絡先をお教えください。

ご希望の文案送付方法　　　　　　　　　　【　　メール　　・　　FAX　　・　　郵送　　】

※郵送でのやり取りは，文案のお届けまで時間を要するため，メール　や　FAX　でのやり取りをおすすめしております。

＠
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２：当事者様の情報をお教えください。 代理人様の情報をお教えください。

無職　・　会社員　

その他（　 　　　　　　　　　） 

債権者

３：下記内容をお教えください。

4：必要書類を別途お送りください。※不足書類があると公正証書作成が出来かねます。

1　保証意思宣明者の印鑑登録証明書

2　保証意思宣明書（日本公証人連合会指定の書式）

3　債務者の確定申告書類（財産及び収支の状況のわかる書類）

4　金融機関作成の契約書案（金融機関作成のもの）

5　金融機関作成の返済プラン表（金融機関作成のもの）

未定
※公正証書作成後は１カ月以内に融資

契約を締結する必要があります。

備

考

必

要

書

類

□

□

□

□

□

2

債務者

3
お名前

金融
機関

貸

付

日

融資契約締結日をお教えください。

令和　　　　年　　　　月　　　　日

※当役場から郵送で送る際に”春日部公証役場”の名入りの封筒でお送りしてもよろしいですか？

　　　　　　　　　　　問題無いです　　・　　無地の封筒で送ってください
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連帯保証人

お名前 職業

債務者との

ご関係
子　・　親　・　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

代
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様

連
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お名前
連絡のつく

お電話番号

当事者様

とのご関係
連帯保証人　・　仲介者　・　債権者　・　債務者　・その他（　　　　　　　　　　　　）

メールアドレス

FAX番号

住所
都　道

府　県

市　区

町　村

保証意思宣明　記入用紙


